
広食性蚕の低コスト、人工飼料育標準表 (改定)

-2齢 1回給餌法―

(蚕試 養 蚕経営部)

1 背 景とねらい

家畜飼料素材などを原料とし桑葉粉末を極端に減らした低コスト人工飼料の開発と、

桑棄粉末を含まない人工飼料で選抜した広食性蚕品種 「あさぎり」の育成により、 1～

4齢 人工飼料育・5齢桑育の新しい養蚕経営方式の実用化に向けた試験が進められてい

る。広食性蚕の低コスト人工飼料育標準表については平成2年度に指導上の参考事項と

して示したが、2齢 期間が普通蚕品種は4日 であるのに対し広食性蚕 「あさぎり」は3

日程度であり、そのうち飼料の摂食時間は50時 間内外なので、稚蚕人工飼料育の労力

肖可滅と飼育所内への作業者の出入りを減らし病原の持込みを防止する目的で、2齢 期の

給餌回数を減らした飼育標準表を策定したので参考に資する。

2 技 術内容

1)広 食性蚕の低コスト人工飼料育標準表 (2齢 1回給餌法)

(1)広 食性蚕品種 「あさぎり」の低コスト人工飼料育における2齢 給観回数を

従来の齢中2回 から餌付け時の1回とする。

(2) 2齢 1回給餌の給餌量は、齢中2回 給餌の場合の2回 分の給餌量を合わせ

た量とする。

(3) 2齢 1回給餌の蚕座面積は、齢中2回 給餌の場合の2回 目給餌の際の蚕座

面積と同じとし、 1眠 時に拡座する。

(4),2齢 の餌付けは起蚕が十分に揃った時点で行う。

2) 2齢 1回給餌による労力削減の効果

(1) 2齢 1回給餌を導入すると2齢 2回 給餌に比べ稚蚕人工飼料育期間の労力

が約4%削 減できる。

3 指 導上の留意事項

1) 2齢 1回給餌とする場合は、目的湿度が十分保てる飼育施設で行い、また、気流

が強く人工飼料が乾燥するような位置 (ダクト吹き出し回の付近等)で は避ける。

2) 2齢 1回給餌の場合、特に給餌の際に給餌むらができると不揃いや遺失蚕の原因

になるので、できるだけ均一に給餌する。

3) 2齢 の経過は普通蚕品種より短いので、催眠期の除湿適期を逃さないようにする。
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4 試 験成績概要

表 1 広 食性蚕 「あさぎり」の低コスト人工飼料育標準表
( 対2 0 , 0 0 0 頭 )

蚕臨争 日順 口寺亥可 温 度 湿 度 作葉内容 蚕座面積 1含 a耳 鼠 飼育上の留意事項

Ｉ

　

　

齢

1

a m

p m

℃

2 9

〃

%

85,

〃

綿 立

(むら直し)

Hf

0.24

g

5 0 0

掃立後に防乾紙をかける。

作業時以外は暗くする。

館蚕の片寄りや給餌むらがある場合はむら

直しをおこなう。

掃立後24時間目の毛振るい状態を観察する

眠蚕出現時に防乾紙をとり除混を行う。

拡座後追い出し蚕防止斉1を蚕座周囲に散布

する。    ・

眠中の蚕座が花きにくい飼育所では拡座と

同時に除裡を行う。

2 a m

p m

〃

〃

8 0
〃

(観 察 )
2回 目結餌 0.32 400

3 p m 〃  ‐ 〃 拡 座 0 . 8 0

0革ギSi4!

4 a n 〃 8 5 除 混

Ｈ

　

　

齢

5

6

a n 2 8 8 0 2齢 餌付け 0.80

経荘苺,4!
2 , 3 0 0

1ま荘章010:0
蚕が起き鯨つてか ら田付けする.

結田後に防乾紙をかける。

蚕活2枚 /箱 に分箔し、道い出し蚕防止剤

を至座周囲に散布する.

眠中の蚕座が能きにくい飼有所では席はと

同時に除混を行う。

:査i油! 〃 〃 核:倒這糊 dギす:お:i3! 難や干働ね:0

7

a m

p m

〃
　
　
　
〃

〃
　

　

６ ５

分活 ・拡座

除 混

1 . 8 0

( 0 . 8 X 2 )

齢

8 a m 2 7 8 0 3齢 郎付け 1 . 6 0

( 0 . 8 X 2 )

6 , 0 0 0

( 3 . 0 0 0 X 2 )

蚕が起き鯨つてから日付けする。

餌が乾爆する場合は、防乾紙をかける。

眠中の蚕座が乾きにくい飼育所では拡座と

同時に齢根を行う。蚕箔4枚 /箱 に分箔す

る.

配蚕用コンテナ又は蚕箔で起蚕配蚕とする

9 p m 〃 〃 2回 目給餌 ２

ｍ

4 0

2 X 2 )

4 , 0 0 0

( 2 , 0 0 0 X 2 )

1 0 pm

〃

〃
　
〃

〃

( 7 5 )

座

混

拡

除

3 . 2 0

( 0 . 8 X 4 )

a m 〃 6 5 配 蚕

I V

齢

1 2

a m 2 6 7 5 齢沙組を2枚

入れ4齢 餌付

け

3 . 2 0

( 0 . 8 X 4 )

2 0 , 0 0 0

( 5 , 0 0 0 X 4 )

除沙網は トリカルネット (S-2)を 用いる

蚕が起き綺つてから餌付けする。

結餌後に防乾紙で蚕座を横覆する。

移動蚕座全体をシー トで榎う。

結餌前に、除秒網ごと新しい蚕箔に移し管

え、古い郎の除抄 を行う。

防乾紙被覆を取 り除き、消石灰を散布する

扇風機等を利用 し飼料の乾採を図る。

1 3 〃 〃

1 4

a m 〃 〃 除秒 ・拡座

2回 目給餌

8 . 0 0

( 2 , O X 4 )

2 5 , 0 0 0

( 6 , 2 5 0 X 4 )

1 5 p m 〃 6 5 除 混

1 0 a m 〃 〃

Ｖ

　

齢

1 7 p m 組2枚 入れ

5臣怜男軒寸け

蚕座面f寅。結果量は普通蚕の

標準表に同 じ

桑付けが遅れないよう注意する。

蚕体消離をイ子い、網入れ後桑付けする。

樹下の人工飼料を除秒する。1 8 a m 除 沙

注 iキ革|:=iの作案内容及び敗字は2齢2回結餌の場合のものである。
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